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■赤塚四・五丁目地区の景観形成基準（素案）について 

 

１ 板橋区景観計画について 

 板橋区では、平成 23 年３月に景観行政団体となり、同年８月に板橋区景観計画を

策定し、板橋区全域を「一般地域」、景観形成重点地区（以下、「重点地区」とする。）

として「板橋崖線軸地区」「石神井川軸地区」の２地区を指定した。 

また、策定時点以降の重点地区の候補地区として景観計画Ｐ2-8、表 2-3 に一覧

を示している。この候補地区について、順調に重点地区の指定を進め、一覧の最後

尾である赤塚四・五丁目地区は、令和５年度より地元の景観まちづくりの活動を開始

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

令和 8年度指定を目指す。 

資料１ー１ 
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２ 赤塚四・五丁目地区について 

（１）検討区域と現状 

●面積 

 約 ０．３８ ㎢ 

 

●現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）赤塚四・五丁目地区での取組み 

令和６年度は、「勉強会（フムフムあかつか PROJECT）」を４回及び「啓発イベント

（ワクワクあかつか PROJECT）」を２回開催し、景観まちづくりプラン骨子（案）に対

するアンケート調査も実施した。そして、これまでの検討成果やアンケート調査結果な

どをふまえ、「景観まちづくりプラン（素案）」を作成し、令和７年２月に報告会（啓発イ

ベント）を開催した。 

その後、「景観まちづくりプラン」としてとりまとめ、令和７年３月に勉強会から区へ、

「景観まちづくりプラン」が提案された。 

また、周知については、まちづく

りニュース５号から７号の発行や

「景観まちづくりプラン」概要版を全

戸配布（約３，４００戸）し、これまで

の検討内容及び成果の周知を行っ

た。 

なお、これまでの取組みは、４ペー

ジ項番４参考のとおりである。 

 

・赤塚溜池公園や赤塚公園に隣接

しており、それらを中心とする崖

線と、その周辺には歴史を感じ

る寺社仏閣が点在している。 

・農地や緑が豊かであり、自然と調

和した街並みの形成が必要な状

況となっている。 

・建売住宅の計画に伴うミニ開発

が進み、良好な住環境の保全対

策が求められている。 

・隣接する板橋崖線軸地区の市街

化の進行と景観的な乖離があ

る。 

【凡例】 

    赤塚四・五丁目地区 

      板橋崖線軸地区 

景観まちづくりプラン提案セレモニー 

（令和７年３月２７日開催） 
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（３）重点地区の追加指定に向けた景観形成基準（素案） 

景観まちづくりプランに掲げられている将来像の実現に向けて、景観計画へどのよ

うに反映するか検討した結果、赤塚四・五丁目地区の重点地区への追加指定を行う

こととした。ついては、景観まちづくりプランにおける景観形成の方向性と板橋区景

観計画における景観形成の方針との関係性を、資料１－２にまとめた。また、景観形

成基準の素案については、一般地域や隣接する板橋崖線軸地区の基準をもとに、資

料１－３にまとめた。 

 

３ 今後の予定 

重点地区の指定に向けて、以下の流れで景観計画変更の検討及び行政手続等を

進めていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予定している行政手続等 

令
和
７
年
度 

景観計画変更案（素案）の検討① 

景観審議会及び部会への説明① 

⇒第２７回部会（R7.7）及び第２３回審議会（R７.8）  

地元説明会（変更素案）① 

⇒R7.1１中旬予定 

景観計画変更案（原案）の検討② 

景観審議会部会への説明② 

⇒第２９回部会（R8.3）予定 

令
和
８
年
度
～ 

景観審議会への説明② 

地元説明会（変更原案）② 

景観計画変更案（案）の検討③ 

景観審議会及び部会への説明③ 

東京都及び板橋区都市計画審議会への意見照会 

景観審議会への諮問 

景観計画の変更（重点地区指定の告示） 
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４ 参考 

＜令和４年度から令和６年度までの取組状況＞ 

年度 事業概要 

令和 

４年度 

⚫ 上赤塚町会役員会にて、区の景観計画及び景観まちづくりの取組

について説明し、勉強会立ち上げの協力依頼 

⚫ 景観に対する情報提供や問題提起を掲載した、まちづくりニュース

１号・２号を全戸配布 

令和 

５年度 

⚫ 勉強会立ち上げ準備、勉強会（３回）及び啓発イベント（２回）を実施 

⚫ 地区内住民意識アンケート調査の実施（回答方法：郵送、web） 

⚫ 「景観まちづくりプラン骨子（案）」のとりまとめ及び概要版を全戸配

布 

⚫ 勉強会での検討内容を掲載した、まちづくりニュース３号・４号を全

戸配布 

令和 

６年度 

⚫ 勉強会を４回実施（以下、主な検討内容） 

・色彩やみどりに関するまちあるき 

・３Ｄツールを活用した、地区の魅力発見及び景観ルールの検討 

・「景観まちづくりプラン（素案）」の検討、とりまとめ 

⚫ 啓発イベントを２回実施（以下、主な開催内容） 

・３Ｄツールを活用した、デジタルまちあるき 

・「景観まちづくりプラン（素案）」報告会及び寄せ植えワークショップ 

⚫ 地区内住民意識アンケート調査の実施（回答方法：郵送、web）回

答率約 14％ 

⚫ 「景観まちづくりプラン」のとりまとめ及び概要版を全戸配布 

⚫ 勉強会での検討内容を掲載した、まちづくりニュース５号～７号を

全戸配布 

⚫ 「景観まちづくりプラン」を勉強会から区へ提案 

 

＜令和６年度勉強会（第５回～第７回）の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年２月１６日 「景観まちづくりプラン（素案）」報告会・寄せ植えワークショップの様子＞ 

 

 

 

 

 

 


